
住民同士の支え合いによる地域づくり 
特定非営利活動法人 秋田県南ＮＰＯセンター

（ http://www.kennannpo.org/) 



住民主体の地域づくりを支援（平成２３年から） 

 

【目指したもの】 

１０年後２０年後を見据え、行政のみに頼らないで自立可能な
地域共助の核となる「地域自主組織」の育成（組織づくり） 

横手市内の４地域をモデル地区として社会実験を開始 
 



「豪雪という地域性を 
住民主体の地域づくりに生かす」 

 
きっかけは秋田県の現状・・・ 
 

人口減少、高齢者比率が全国ワースト 
    
    ※それによって地域で何が起きているか。 
 
    これまで個人領域の中で起きていたこと 
    （雪下ろし、買い物など）が困難になってきている。 
 



（写真は増田狙半内地区と大森地区） 

・第１回 代表者説明会を開催 
（山内地区２９日、増田狙半内地区２９日、大森保呂羽地区３０日） 

２３年１１月 

住民組織結成に至るまでの道のり 



市役所（経営企画課、高齢ふれあい課、各地域局）や社協からも参加しました 

２３年１０月～１２月にかけて山内南地区、増田狙半内地区、大森保呂羽地区で説明会、座談会を開催。 

 《地域の困りごと座談会」で雪の問題を再確認》 
 

 ・高齢化により雪下ろし・雪よせが困難になってきている 

 ・誰もが「助けなければ」と思っている人たちを、誰かが助けなければいけない 

  （高齢者のみ世帯など） 

「できる人でまずやってみよう！」 



《モデルとなる４つの組織の設立（２４年９～１０月）》 

・保呂羽地区自治会 （大森）      ・南郷共助組合 （山内）  
・三又共助組合 （山内）         ・狙半内共助運営体（増田） 



横手市共助組織連合会 
（平成27年12月17日設立） 

 ※参加団体は現在１０団体に 

  ・保呂羽地区自治会 
  ・三又共助組合 
  ・南郷共助組合 
  ・狙半内共助運営体 
  ・いかだ共助組合 
  ・八王寺三区「結いの会」 
  ・金澤陣館会 
  ・船沼除雪支援ボランティア組織 船沼ＳＶＯ 
  ・木下ふれあい隊 
  ・ふくち共助組合 
 
 
※横手市（参与）、秋田県南ＮＰＯセンター（事務局）が後方支援 



横手市の取り組み① 

【雪下し・除排雪支援】（元気な高齢者が多数参加） 



２５年度狙半内共助運営体（狙半内地区安全安心対策事業）、２６年度南郷共助組合
（南郷区地域維持活性化事業）で国の交付金により除雪機を購入することができました。 
※地域で受け皿となる組織や実績があることによって補助を受けやすくなっていると思わ
れる。28年度には保呂羽地区自治会が同様な総務省事業に採択された。 

【活動実績を認められ、総務省『過疎集落等自立再生
対策事業』 で大型除雪機を購入】 

（２６年度 南郷共助組合） 

（２５年度 狙半内共助運営体） 



平成２６年６月９日、横手の４組織が秋田県（平鹿地域振興局）と県道の草刈り
作業についての業務委託契約を締結しました。 

その後も地域を拡大し、継続して実施されています。（県道・河川） 

【県道や河川の草刈り作業についての業務委託契約】  

※組織の自立と安定運営をめざして 



【雪下ろし・雪よせ作業における保険について】 
社会福祉法人 相和会 のご厚意により、「共助作業の安全支援」として、冬の雪よせ
雪下ろし作業にかかる保険費用を負担してもらえることになりました。（２５年１２月～） 



横手の共助組織の取り組み② 
【買い物支援、地域通貨の発券、交流会（サロン）の開催】 



【狙半内地区の通院・買い物送迎サービス】 
平成２４年度の社会実験のみ住民ボランティアを実施（H24.12~H25.3） 



バスが通らない冬道を交通手段を持たない高齢者が、バス停まで２～３キロ歩いていた。 

「できない理由ばかり並べてても課題解決はできない！」・・・と会長 



２５年４月、住民による継続が困難とされた狙半内地区の買い物送迎支援について
スーパーモールラッキーを経営する株式会社マルシメさんに、支援してもらえること
になりました。 

株式会社マルシメさんと協定を結び、無料シャトルバスを運行 



横手市と狙半内共助運営体（平成２９年１１月１０日） 
自家用有償旅客運送の実証実験開始にかかる契約締結式 

 １１月からミニバンを運行開始 

※社会実験はトヨタ自動車と連携して実施され、平成３０年
９月まで行なわれた。車両は３月に横手市がトヨタ自動車
から買い取り、引き続き１０月からの本格運行でも使用され
ている。 

※受け皿となるしっかりした住民組織（共助組織）の存在 



 
 

ミニバンは「トヨタエスクァイア」７人乗り 

 ご年配の方も家の近くまで乗り降り出来て荷物を運ばなくても良いので楽だと喜こんでいます。若い
方からも家のお爺ちゃんやお婆ちゃんを乗せてくださいとの電話もかかって来ます。そして地域の人
達が運転しているので安心して頼めると言ってくれます。若い方は家族を病院まで連れて行くために
会社を休まなくても良くなり、安心して仕事が出来るそうです。地域の足が若い方にも貢献しているこ
とに気がつきました。 

 平成３０年１０月は１２３名、１１月には１６２名の方に利用していただきました。ミニバンを走らせるこ
とが狙半内地区の見守りにもつながり、地域とのコミュニケ－ションがだんだん密になってきました。
横手市にも地域の要望や困りごとを把握して頂き、良い方向に進んでいます。 
  
                                   （狙半内共助運営体 会長 奥山良治さん） 

ドライバーは男性７名、６０～６９歳（平成
３０年１１月現在）の方が交代で担当して
います。運転前の飲酒反応の有無など
は狙半内共助運営体会長の奥山良治さ
んが行なっています。 



【生きがい食材納入（平成27年～） 】 
 『高齢者施設等への食材納入により、高
齢世帯の生きがいを創出し、過疎地域の活
力向上を図る』 
〈納入先〉 ・社会福祉法人 相和会 
        ・社会福祉法人 平鹿悠真会 
 
《期待される効果》 
・高齢世帯の生きがいづくり  
・地産地消の推進  
・中山間地域での所得向上と地域活力の創出  
・耕作放棄地の解消による県土の保全 



山内南共助連合会「サンソンプロジェクト」 
          （トヨタ財団 助成事業） 

地域で経済を回し続けるしくみづくり（平成２８年～） 



平成３０年５月２２日 

耕作放棄地に高校生たちと一緒にワラビ、ゼン
マイ、コシアブラ、ウド、ネマガリダケなどの定
植を行ないました。 
 
※山内南共助連合会の構成団体 
・いかだ共助組合 
・南郷共助組合 
・三又共助組合 



  地域づくりの核となる組織づくり 

集落お助け隊員（実働部隊） 

高齢者などサービスの必要な住民 

サービスの依頼 

作業（サービス）の提供
（場合によっては有償） 

支援の要請 

（料金の支払など） 
 

（賃金の支払など） 
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【住民による自主運営組織の必要性】 
 
①地域づくりの観点から 
  
   ・高齢化、人口減少対策 
       ・住民主体の地域づくり（地域のことは地域で） 
   ・地域づくりの担い手確保 
    
    
②福祉の観点から 
 
  ・高齢者のみ世帯等への日常生活支援 
  ・元気な高齢者の活躍の場として 
   （介護予防・元気づくり・健康寿命の延伸） 
 
 
 「安全・安心のまちづくり」 



・平成２６年度ふるさとづくり大賞で「総務大臣賞」を受賞 

・平成２８年度地域再生大賞で「北海道・東北ブロック賞」を受賞 


